
りです。

【歳入】 地方消費税交付金（社会保障財源化分） 12,039 千円

地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた

社会保障施策に要する経費

【社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費】

「国」による分類 「下郷町」による分類 国庫支出金 町　債 その他
地方消費税交付金

（社会保障財源化分） その他

社 会 福 祉 費 140,958 75,915 0 32,708 1,649 30,686

老 人 福 祉 費 15,641 0 0 2,454 672 12,515

児 童 福 祉 費 180,393 60,951 0 28,586 4,633 86,223

小　　　計 336,992 136,866 0 63,748 6,954 129,424

国民健康保険特別会計繰出金 50,164 3,145 0 24,242 1,161 21,616

後期高齢者医療特別会計繰出金 28,854 0 0 21,415 380 7,059

介護保険特別会計繰出金 68,380 0 0 0 3,486 64,894

小　　　計 147,398 3,145 0 45,657 5,027 93,569

衛 生 費 4,752 2,251 0 1,368 58 1,075

小　　　計 4,752 2,251 0 1,368 58 1,075

489,142 142,262 0 110,773 12,039 224,068

　　　　事例）国民健康保険、介護保険、年金　など

　※５　保健衛生：国民の健康を保つための施策

　　　　事例）医療に係る施策、感染症その他の疾病の予防対策、健康増進対策　など

　※１　社会保障４経費：制度として確立された年金、医療及び介護の社会保障給付並びに少子化に対処するための施策に要する経費

　※２　その他社会保障施策に要する経費：社会福祉、社会保険及び保健衛生に関する施策

　※３　社会福祉：生計の困難な者や心身に障害のある者に対して必要な援助を行う等国民の生存権を確保することによって、国民生活の内

　　　　容を豊かならしめること

　　　　事例）生活保護、児童福祉、母子福祉、高齢者福祉、障害者福祉　など

　※４　社会保険：保険的方法によって社会保障を行う制度の総称で、法令に基づき実施される「強制保険」的な制度

※地方消費税交付金（社会保障財源化分）は、各事業に要する一般財源の比率に応じて按分して充当しています。

※決算額等については、地方財政状況調査おける扶助費及び特別会計への繰出金の決算額等から事務費及び職員の人件費を除いた額を記載

489,142 千円

　本表は、消費税率引き上げに伴う財源の充当先（社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費）を示すもの（総務省事務通達）であ

　しております。

　り、下記はその中で使用される用語及び事例を抜粋したものです。

平成26年度　地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策に要する経費の状況

社　会　福　祉

社　会　保　険

保　健　衛　生

合　　　　計

（単位：千円）

　平成26年度４月１日より消費税率（国・地方）が5％から8％に引き上げられたことに伴い、地方消費税交付

金の増収分については、その使途を明確化し、社会保障施策に要する経費に充てられるものとされています。

　下郷町の平成26年度一般会計決算における地方消費税交付金（社会保障財源化分）の充当状況は、次のとお

【歳出】

平成26年度
決算額

財　源　内　訳
事　業　名

特　定　財　源 一　般　財　源


